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1題 材 「かず しらべ を しよ う1か ら10の かず」(数 量の合併,添 加 ・増加)

2題 材 について

(1)題 材設定の理 由
〈児童の実態〉
本 グル ープの児童 は,こ れ までに10ま での数の数 唱,具 体物や半具体物 を使 った計数や数の大
小比較の学習 を通 して,数 がもつ順序性や基数性等 について理解 を深 めてきた。例 えば,集 合 し
た ときに人数 を数えて,数 詞で教師に報告できた り,ボ ウ リングゲームで倒 した ピンの本数 を数
え,数 詞や数字 で表現 した上で大小比較 を行い,だ れが勝 ったのか を言 い表す ことができた りと,
これ までの学習で得 た知識 ・技能をほかの学校生活場面で積極的 に活 用 しよ うとす る姿を多 く観
察す るこ とがで きる。 しか し,一 人が2回 投げ られ る的 当てゲー ムを行 い,「1回 目の3点 と2
回 目の2点,合 わせ て何点?」 と尋ねる と困惑 した り,「 分か らない!」 と答えた りす る姿が見
られ る。 これ らの ことか ら,獲 得 してきた数 の順序性や基数性 といった概念 を使 って 「3」 がも
つ数量 的 なイ メージを とらえた り,数 の大小比較 の概念を使 って合計 点数の比較 を行い,ど ち ら
が勝 ったか を判 断 した りす ることはできるものの,1回 目の点数 と2回 目の点数 を合 わせ ること
は難 しい状況にあるこ とが推測 され る。 これは,数量 同士を合併 した り,添 加 ・増加 した りする
た めの言葉のイメー ジや具体的な操作が十分 に理解できてい ないためではないか と考え られ る。
〈題材の意義 ・価値 〉
本題材 「かず しらべ を しよ う1か ら10の かず」は,こ れ までに学習 して きた一対一対応 での
計数,数 の順序性,基 数性,数 の大小比較 といった数的な概念 を用いた り,こ れ までの学習で繰
り返 し行 ってきた具体物や 半具体物の具体的な操作 を用いた りしなが ら,「合わせ る」 「加 える」
な どの加法 につ なが る用語 を感情や感 覚を伴いなが ら理解す る とともに,数量 の合併,添 加 ・増
加 の基礎的な概念 を学習す るものである。 この ような二つの数量 における合併,添 加 ・増加 を理
解す ることは,こ の後の数 の分解,補 数,記 号(+)を 用いた加法の学習へつなが るものである
と考 える。
〈ね らい〉
そ こで,本 題材で は,10ま での数の 中で,数 詞や数字 で示 された ものを具体物や半具体物に置
き換 え,「 合わせ る」 あるいは 「加 える」 といった具体的な操 作を通 して,そ れ らの用語の理解
を図 りなが ら,① 二つの数量 が同時 にあるときに,そ れ ら二つ の数 量を合わせた大 きさを求めた
り(合 併),② 初めに ある数量 に,あ る数量 を追加 した ときの全体 の大き さを求めた り(添 加 ・
増加)す ることがで きるよ うにす る。
〈指導観〉
具体的には,全 単位時間の導入時 に,前 々題材 か ら取 り組ん できた1か ら10ま での数字 カー ド
並べ と,数 唱あるい は数字読 みを行い,数 直線上 で数の順序性 と基数性 を確認す るよ うにす る。
また,並 べた数字カー ドそれ ぞれ の場所 に,掲 示用 タイル を並べて数 階段 をつ くる学習活動 を行
い,数 字 と数字 が表す 量や増減 を視覚的に把握 できるよ うに したい。

第一次では,「 新年会」や 「ジ ョギングを しよ う」 を設定 し,お 菓子 の増減や 走 る周 回数の増
減 を意図的 に行い,児 童 が 「増 える」,「減 る」 といった用語 のイ メー ジ とそれ に伴 う感 情や感
覚(例 えば,お 菓子が増 えると うれ しい とい った感情,走 る周 回数が増えるときつ くなる といっ
た感 覚な ど)を 体感す る こ とで,身 近 な ところで 「増 える」,「減 る」 とい った事象が存在 して
い ることに気付 くこ とがで きるよ うに したい。

第二次では,ビ ー玉等の具体物 と半具体物(タ イル)を 使 って,二 つの数量 が同時にある とき
に,そ れ ら二つ の数量 を合 わせ た大 き さを求め る学習 を行 う。 ここで は,「 合わせ る」 とい う言

葉 の理解 も図るよ うに したい。 また,全 体の大き さを求める際 の計数方法 については,一 対一対
応 で計数 した り,数 の まとま りをつ くった後,数 えた しで計数 した り,加 法の記 号(+)を 使 っ
た立式 を行 った りと,児 童 の実態 に応 じて指導 ・支援を行 うよ うにす る。

第 三次では,児 童 に とって身近 な具体物(鉛筆 等)と 半具体物(タ イル)を 使 って,初 めの数
量に,あ る数量 を加 えた ときの全体 の大 きさを求 める学習 を行 う。 ここでは,「 加 える」 とい う
言葉 の理解 も図 るよ うにしたい。 また,全 体の大 き さを求める際 には,第 二次 と同様に,児 童の
実態 に応 じて指導 ・支援 を行 うよ うにす る。
第 四次では,学 年末 とい う時期的 なもの も考慮 し,「 グル ープお別れ会」 を設定す る。 その中
で,お 菓子や ジュース を準備す る中で,合 併や添加 ・増加 の学習 を設 定 した り,ス トラックアウ
トや的当てゲーム といった 「合 わせてい くつゲー ム」を行 うこ とで,合 併 の学習 を設定す るよ う
にす る。 このよ うな学習活 動を設定す ることで,こ れまで学習 した ことを振 り返 るこ とができる
とともに,実 生活場面で児童 自身が積極的に活用 しよ うとす る意欲が高まるのではないか と考 え
る。

 -6-



<展望>
合わせる(合併)や加える(添加･増加)の考え方を理解することで,これまで学習してきた

数量概念を更に深めるとともに,今後学習していくであろう記号を用いた加法,減法-の移行が
スムーズになると考えられる｡また,使い方を知ることで,ほかの生活場面でも,例えば給食の
配膳の際,一対一対応で配膳するのではなく, ｢先生二人分と子ども三人分,合わせて五人分｣
といったように配膳前に準備するなど,これまでよりも,より合理的に物事を判断し,行動-珍
していくことができるようになるのではないかと考える｡

(2)実態   ���

観点 伜ｩH-h,ﾈｻｲ数唱.数字の H,ﾈｲ数の基数性. 佗iH,ﾉ_ｹd����������
児童 杞隴i2I7読み ﾉyﾘ大小の理解  ������

J児 假hｼi(h,ﾘｻ8蹌教師と一緒に 店-ﾈ,X,ﾉB事物を数え, ｩ闔ｩ陌篷V��������

(4年,男) )ti$"ﾈ攣ゆっくり行えば, 倬ｨ/¥-x.最後に言った数 X咥+8*h,ｨ.x,ﾂ������������

注目し,主体的 -ﾈ,X,ﾉH㈱*｢とについては 倬ｨ*ｨﾘyH,計数であるo数の ��������
に取り組むこと X*ｸ.ｹH鬨,ﾂ定着してい ,h/yﾘ+Rまとまりをつくつ ����������

ができる｡課題 x-ﾘ,ﾒﾉH霾,Rるo10までの H*(.-ﾈ,Rたり,数えたしを ��������

内容が理解でき 侏)Uﾈ+x+,h*｢数字になると, ﾉH,ﾉX抦,ﾘ*したりといった方 �������

ないときは,敬 X*ｸ.｢ﾉ:｢6｣と｢9｣ h+ｹyﾘ+X,B法は理解できてい ��������

師や友達を見て 偬x轌H鬨,bで迷うことが (.薬ないo ������

理解しようとす る姿があるo ﾒﾈ+ｨ.,b*ｩﾘ*(ｲある○ ��������

K児 ｹﾉ>vX*｢指数字で表現 -ﾈ,X,ﾉB母物を数え, -ﾈ,X,ﾉH,ﾘﾊ������������

(4年,女) 凉ﾘ,X*ｸ.ｨ,篦しながら.一人 倬ｨ4ｨｸ6ﾊ最後に言った数 ﾘ+YKｹ&h+x.����������

意欲的.主体的 S-ﾈ,X,ﾉHⅨﾂて並べ替える 倬ｨ*ｩ*8ﾘyH,ことが可能であ ��������
に取り組むこと H鬩<x-ﾘ*ｨ,X*ｲことができる○ ,h/yﾘ+Rる｡それ以上は,1 ��������

ができるo理解 決8,"6から9の並 H*(.呈ﾄﾈ,R対1対応,指で押 ����������

できないときは, (,H,ﾒﾈｻ8踪,bべ替えで間違 ﾉH,ﾉX抦,ﾘ*さえながらの計数 ������

自分なりの方法 ｨ,X*.ｨ,Bうことがある h+ｹyﾘ+X,Bである○数のまと ���������

で行おうとするo 傅X,ﾘ,X*ｸ.h*Bが,再度注目 (.薬まりをつくった ����

学習したことを, ,H*ｸ+ﾘ*｢ﾂを促すことで 凾数えたしをし ������

綱柄的に活用し x-,h,ﾙ>R自分で修正す 凾ｽりといった方法 �����
ようとする○ (ｲることができ る. 凾ﾍ理解できていな い〔 ���

L児 ｹﾉ>vX*｢教師の言葉掛 I+ﾉﾈ8,R具体物等の紋 倬iZH*h.b��������������

(5年.男) 凉ﾘ,X*ｸ.ｨ,篦け等の支援が必 H/yﾘ+X,B作を伴わずに, ｸ,ﾘ耳,(+(ﾇb����������
主体的に取り組 冽h,X*.｢ﾃ"おり,50まで H霙H鬨,ﾈ-ﾒ数する○ただし, ������

むことができるo ﾘ,x,篳ﾆの数字カード X.ﾈ駟ZﾉB教師の支援があれ ���������

理解が難しいと 傅RﾉH鬩<x-ﾘ.を一人で並べ )H,ﾉX抦/9｢ぼ事物を5のまと ��������

きにはまったく )Eﾈ,X*.定-ﾂ替えることが h.,h*ｨ,X*ｲまりをつくり,そ �������

取り組もうとし ﾒﾉ7)(h*x,ﾂできる｡友達 鑓-ﾈ+ﾒﾉH鬚こからの数えたし ������

ない｡軽業以外 H㈱.Eﾈ,X*が並べたカー H霾,h4挨Bで計数することが ���������
の場面での轍極 薬ドの間違いに 僖ｨ自'h+X,H*"できるようになり ����

的な活用は少な いo 刹C付き,修正 することもで きる∩ ｲつつあるo ���

M児 冲i$"ﾘ,ﾈｫ数唱は,教師 -ﾈ,X,ﾉB事物を数え, 鐙駟ZH*h.b������������

(6年,男) ｨｺﾘ*ﾘ,佛委ﾂと一緒に100まで 倬ｨ4ｨｸ6¥最後に言った数 8,ﾘ耳,(+(ﾇiB������������
があるが,課題 X*ｸ.h*H,べ替えること 倬ｨ*ｨﾘyH,する.教師の支援 �������

の内容を理解し, ,H*ｸ+ﾖBができる0- ,h/yﾘ+Rがあれば,5のま �����������

意欲的に取り組 倬ｨ,ﾉ<x-ﾘ,(*"の位が9になつ H*(.愉H,ﾉRとまりをつくり, ������

むことができるo H,ﾒﾃ-ﾈ,X,ﾒたら,次は0 傅ﾈ,ﾉyﾘ,ﾒﾆﾆﾂ指を使いながら計 ������

学習したことを X+X,H*(.柳ﾆﾂになり,十の 8,X*,(,H.数しようとする○ ��������

授業以外の場面 ���8,�,�.�,hﾎｲ�位が増えると ��H霙��H鬨,ﾈ-ﾒ�
でも恵図的に活 ｨ*ｩﾘ*ﾒﾈZ｢いう数字の規 ﾈ訷ｧﾈ*X���������

用する場面が多 淫ｸ*ｩﾘ.ｨ,B別件に気付い 僞ﾈ,X*.薬������

く見られる. (,(ている∩  ���

N児 ｹﾉ>vX/20までの数唱 ﾈ,X,ﾉB事物を数え, 俯)ZH*h.b���������������

(6年,女) 凉ﾘ+Rﾈ齷Zｨ,が可能であるo 倬ｨ4ｨｸ6¥最後に言った数 8,ﾘ耳,(+(ﾇiB�����������

りの目標をもつ H鬨,ﾉ<x-ﾘ,"べ替えること 倬ｨ*ｨﾘyH,することが多い �������
て取り組むこと (,H,ﾒﾃ(*ﾒができるo数 ,h/yﾘ+Rが,最近は自分か ���������

ができるo学習 ﾉH鬨.#決2唱を手掛かり H*(.帝H,ﾉRら5のまとまりを ����������

したことを次の X*,(,H.<x-に並べているo 抦,ﾓ-ﾈ,X,ﾙyﾒつくって計数しよ ��������

課題に取り組む h*H,"弌+X,H*(.｢ﾆﾆﾂうとする姿が見ら ���������

ときに稚極的に 活用することが できる〔 (*.薬8,ﾙx+X*&れる｡数えたしも できるようになり つつある{ �������
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3指 導 目標
(1)全 休 目標
〇 二つの数が同時にある ときに,そ れ ら二つ の数を合 わせた大 き さを,具 体物や半具体物を
操作す るこ とを通 して求 め,そ れ を数詞や数字で表す こ とができるようにす る。(合 併)
○ 初 めにある数 に,あ る数 を追加 した り,増 加 した りした ときの全体 の大き さを,具 体物や
半具体物 を操作 す るこ とを通 して求 め,数 詞や数字 で表す ことができるよ うにする。

(添加 ・増加)

(2)個 人 目標

児 童
J児

(4年,男)

K児

(4年,女)

L児

(5年,男)

M児

(6年,男)

N児

(6年,女)

個 人 目 標
○ た して10ま での数 同士 の具体物や 半具体物の操作 を通 して,「 合 わせ る」
概念 を理解 しなが ら,二 つの数 の合 わせた大 きさを数詞や数字で表す ことが
できるよ うにす る。(合 併)
○ た して10ま での数 同士の具体物や半具体物の操作 を通 して,「 加 え る」概
念 を理解 しなが ら,数 を加 えた後の全体の数 を数詞や数字 で表す こ とができ
るよ うにす る。(添 加 ・増加)
○ た して10ま での数 同士の具体物や半具体物の操作 を通 して,二 つの数 を合
わせ た大 き さを指数字 を伴 った数詞や数字 で表す ことができるよ うにす る。

(合併)
○ た して10ま での数 同士の具体物や 半具体物の操作 を通 して,初 めの数や加
える数,変 化後の全体の数 を,数 詞や数字 で表す ことができるよ うにす る。
(添加 ・増加)
○ た して10ま で の数同士の具 体物や 半具体物 の操作 を通 して,「 合 わせ る」
と記号 「+」 の意味がつ なが るよ うに し,数 式を書いて簡単な合併のた し算
が数 えた しでできるよ うにす る。(合 併)
○ た して10ま での数同士の具 体物や 半具体物 の操作 を通 して,「 加 える」 と
記 号 「+」 の意味がつながるよ うに し,数 式 を書いて簡 単な添加 ・増加 ・増
加 のた し算ができるよ うにす る。(添 加 ・増加)
○ た して10ま での数 同士の具体物や 半具体物の操作 を通 して,数 えた しで二
つ の数 を合わせ た大 きさを求 め,数 詞や数 字で表す ことができるよ うにす る。

(合併)
○ た して10ま での数同士 の具体物や 半具体物の操作 を通 して,数 えた しで増
加 した後の全体 の数 を求 め,数 詞や数字で表す ことができるようにする。
(添加 ・増加)
○ た して10ま での数同士の具体物や 半具体物の操作を通 して,5の ま とま り
をつ くり,そ こか らの数 えた しで二つ の数 を合 わせた大きさを求 め,数 詞や
数字で表す ことがで きるよ うにす る。(合 併)
○ た して10ま での数同士 の具体物や 半具体物の操作 を通 して,5の ま とま り
をつ くり,そ こか らの数えた しを行 うことで,増 加 した後の全体の数 を求 め,
数詞や数字で表現す ることがで きるよ うにす る。(添 加 ・増加)

4指 導計画(総 時数18時 間)
本題材 は,2学 期に取 り扱 った 「かぞ えよ う1か ら10の かず」,「おおい,す くない,お な じ」
の延長上に位置付 けられ た もので ある。 これまでの児童各 自の習得状況や実態を考慮 しなが ら以下
のよ うな指導計画 を作成 した。 また算数 の時間以外へ のひ ろが りを見 る場 を意図的 に設定す ること
で児童 が主体的 に活用 しているか ど うかを確認 できるよ うに したい.

次

一
次

主な学習活動 ・内容
1増 え た り,減 っ た り とい った事

象 があ る こ とに気付 く。

(1)新 年 会 をす る。

① ジュー スが増 え る,減 る。

(連続量 の増 減へ の気づ き)

② お菓 子 が増 える,減 る。

(分 離量 の増減 へ の気づ き)

(2)体 育 館 で ジ ョギング をす る。
・ 周 回数 が増 えた り

,減 った

りす る。

2二 つの数量 が同時にあるときに,

それ ら二つの数 量を合 わせた大き
さを,具 体物や半具体物 を操 作す

ることを通 して求める。(合 併の学

習)
あわせていくつ?

(1)具 体 物 を使 って考 え る。

時数

2

習得 一活用 を踏まえたつなが りについて
○ 一次では,新 年会や ジョギングといった学習活

動を設定 し,「増 える」 「減 る」 といった言葉や イ
メージが感情や体感と結び付 くように し,「増える」
「減 る」 といった言葉その ものの理解や身近な と

ころに数量 の増減があることへの気付 きを うなが

す ことができるようにする。

【既習事項 からのつなが り】
特に分離 量の場合(お 菓子の個数,周 回数)は,

前題材までに学習 した一対一対応での計数や数の
大小 を児童が主体的に活用できるように,児童 自

身 が数えた り比較 した りす ることができるよ うな
機会を設定するようにす る.

〇 二次では,一 次で感情や体感 を通 して得た 「増

える」イメージを,「 合わせ る」 とい う言葉を使い
なが ら数量 として とらえることができるように し

たい。(1)で は,具 体物を使って,二 つの数量があ

ることを確認 し,そ の二つの数量を 「合わせ る」
こ とを知 り,そ の全体量を答 えることができ るよ

うにす る。(2)で は,具 体物を半具体物に置き換え
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二
次

(2)具 体物を半具体物(タ イル)
に置き換えて考える。

(3)数 詞や数字を半具体物に置 き

換えて考える。
(4)数 詞同士,数 字同士で考える。
*(1)か ら(4)を 通 して児童の

学習状況に応 じなが ら,以 下
の ような課題を設 し,段 階 を

追って学習を進 める。ただ し

和が10以 内とする。

① 和が2か ら5に なる数量
同士の合併

10

本 時

(8/10)

ることによ り,よ り抽象的に思考できるよ うにす
る。(3)で は,数 詞や数字を半具体物に置 き換えて

思考 し,再 度数詞や数字に戻 して表現することが
できるようにする。(4)で は,二 つの数詞 を聞いて

合併 し全体量を求めた り,プ リン ト教材 を使 って

数字同士 の合併を行って全体量を求めた りといっ
た学習を行 うようにす る。

【ほかの指導形態でのひろが りを目指 して】
二次の学習 を進 めながら,日 常生活の指導の時

間である朝の会において,ゲ ームを行 う。その際,
具体物を数 えるボウリングゲームか ら ドッ トや数

詞 ・数字による合併操作が しやすいス トラックア

ウ トゲームやダーツゲームな どへ と,学 習の進度
に合わせて発展 して行 うようにする。

② 和 が10ま での,5+△ に

よる合併

③ 和が10ま での数同士の合
併

三
次

3初 めにある数量 に,あ る数量 を

追加 した り,増 加 した りした とき
の全体の大きさを,具 体物や 半具

体物を操作す ることを通 して求 め
る。(添 加 ・増加の学習)

くわ えてい くつ?

(1)具 体 物 を使 って考 える。

(2)具 体 物 を半 具体物(タ イル)

に置 き換 えて考 える。

(3)数 詞 や数 字 を半 具体物 に置 き

換 えて考 える。

(4)数 詞 同士,数 字同 士で考 える。

*(1)か ら(4)ま で 児童 の 学習

状 況 に応 じなが ら,二 次 と同

じよ うに,「 和 が2か ら5ま で

の数量 同士」,「和 が5+△ に

よる合併 」,「和が10ま で の数

量同士 」 と段 階 を追っ て学習

を進 める。

4

〇 三次へは二次で,合 併 についての学習 を十分に

行った後に移 るようにする。(1)で は,具 体物を操
作す ることによって数量 が増 えることを実感す る
とともに,初 めの数量 に,あ る数量 を加 える と,

全体 の数量 が増えることを数詞や数字を使って表

現す ることができるようにする。(2)で は,具 体物
の数量 を,前 次 と同様 に半具体物(タ イル)へ 置

き換えることによって,(1)で 学んだことをより抽
象的に思考できるよ うにす る。(3)で は,数 詞や数

字を半具体物 に置き換 えて思考 し,最 終的に再度
数詞や数字に置き換えて表現する学習を行 うよ う
にす る。さらに,(4)で は,数 詞 を聞いて添加 ・増

加後 の全体量 を求めた り,プ リン ト教材 を使 って

数字同士の学習を行った りす るよ うにする。

【ほかの指導形態でのひろが りを目指 して】
二次の学習を進めなが ら,日 常生活 の指導の時

間である朝の会において,「 おおきなかぶ」に代表
され るよ うな登場人物が次々に加 わった り,増 え
た りするよ うな内容の絵本の読み聞かせや劇化 を

行い,そ の中で 「一人増えて何人になった。」など
話の内容だけでな く,数量 的な視 点か らも楽 しむ
ことができるよ うに したい。

四
次

4学 習のま とめをする。

(1)「 グループお別れ会」の準備
をする。

① お別れ会で行 うゲームを決
めて行 う。

② 招待す る友達や教師の人数

確認等をする。

③ 飲食物の準備をする。

(2)お 別 れ会 をす る。

2

〇 四次では,本 題材で取 り扱った合併や添加 ・増

加の考え方を主体的に行 うことができるように 「グ
ループお別れ会」を設定する。計画か ら実施まで

の一連の学習活動の中で,二 つの得点 を合わせ る

必要のあるゲームを行った り,飲 食物 を人数分用

意 した り,ほ かのグル ープを招待することで,自

分たちのグループから人数が増 えた分だけ用意 し
なければならない状況を設定 した りす ることで必

然的に添加 ・増加 の考え方を使 った りすることが
できるようにす る。

【ほかの指導形態でのひろが りを 目指 して】
この時期の生活単元学習では6年 生の卒業を間

近に控え 「お別れ会」が設定 されてい る。その学

習の準備活動の中で四次で行った ような学習活動

を設定するように したい。
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5本 時の学 習(10/18)
(1)全 体 目標
○ 数字 を半具体物 に置 き換 える操作 を通 して,和 が10ま での5+△ の合併を行い,全 体の
大き さを数詞や数字で表す こ とができる。

(2)全 体目標 に関する評価
評価の観点

算 数 へ の 関 心 ・意
欲 ・態度
数学的な考え方

数量 や 図形 について
の表現 ・処理

数 量や 図形に ついて
の知識 ・理解

評 価 規 準
① 二つの数 を合併す ることに関心をもち,数 字 を半具体物 に置 き換 え
る操作活動 に進 んで取 り組 もうとす る。

② 数字を半具体物 に置 き換 える操作活動 を通 して,二 つの数 を合併す
ることについて考 えることがで きる。

③ 半具体物 を操作 しなが ら,「5と △,合 わせ て□」 の言葉 で,二 つ
の数 字を合併す ることと,合 併 した後 の全体 の大き さを表現す るこ と
がで きる。
④ 半具体物 を操 作 しなが ら,「5+△=□ 」の式 で表 し,全 体 の大 き
さを数字で書き表す ことがで きる。

⑤ 半具体物 を用いて二つ の数 を合併す る方法や,合 併後 の全体の大 き
さを求 める方法.合 併 の ときの言 い表 し方を理解 している。

(3)個 人 目標
児童
J児

(4年,男)

K児

(4年,女)

L児

(5年,男)

M児

(6年,男)

N児

(6年,女)

個 人 目 標
○ 和が10ま での数同士の合併後の大 きさを予想 し,半 具体物の操作や教師や
友達 と確 かめを行 うことを通 して,「 合 わせ る」 の意味 を理解 し,合 併後 は
数が大き くな るとい うことに気付 くこ とができる.【 関 ・意 ・態】【考 】
○ 和 が10ま で の数 の合 併 を半 具 体 物 の操 作 を通 して行 い,合 併 後,一 つず つ

数 え,「5と △,合 わせ て □ で す 。」 とい う言 葉 を,指 数 字 を伴 い な が ら言
い表 す こ とが で き る。 【考 】 【表 ・処 】 【知 ・理 】

○ 和 が10ま での数 の合併 を半具体物の操作 を通 して行 い,5の ま とま りか ら
の数 えた しで合 併後 の全体の大 きさを求め,「5+△=□ 」の数式で書 き表
す ことがで きる.【考】【表 ・処】【知 ・理】
○ 和 が10ま での数 の合併 を半具体物 の操 作 を通 して行い,合 併後,5の ま と
ま りか らの数 えた しで全体の大 き さを求 め,「5た す△は□です。」 と口頭
で言 い表す ことができる.【 考 】【表 ・処】【知 ・理】
○ 和が10ま での数 の合併 を半具体物 の操 作 を通 して行い,15+△=□ 」の

数式 で書 き表 し,両 手指 を使って全体の大き さを求め,数 詞 と数字 で表す こ
とができる。 【考】【表 ・処】【知 ・理 】

(4）指 導及び支援 に当た って
学習活動の概要と授業環境の工夫
本 グル ープの児童 は,前 時ま で に具体物 を半具体物 に置 き換 えた り,数 詞や数字 を半具体物 に
置 き換えた りしなが ら,二 っの数 を合併す ることの具体的な操 作方法や考 え方を学習 してきた。
二つの具体物 の数や数字 同士 を 「合わせ てい くつ」 と半具体物 を操作 して考 えることや,数 が変

化 す るこ とへの興味 ・関心が高 まって きて り,「 もっ としたい。」,「自分が問題 を出 したい。」 と
意欲 的に取 り組む姿が見 られ るよ うになって きた。 そ こで本時では,前 時 と同 じ学習内容 を再度
取 り扱い,「 できてい る」 ことを実感 し,「分 かった」 とい う充実感や満足感 を味わ うことがで
き るよ うに したい。
〈向か う過程 〉学習形態:集 団

席配置 を課題が近似 してい る児童同士を隣 り合わせ になるよ うに配置す るよ うに し,友 達 をモ
デル に した り,一 緒に考えた り,解 答を確認 し合 った りす ることが行いやすい ようにす る。また,
この後 の学習活動の中で,計 数等 の手掛か りにす るために,さ らに,数 詞や数字を半具体物 に置
き換 えた り,半 具体物 の数 を数詞や数字に置 き換 えた りす る際の手掛か りにす るために,9月 か
ら毎時間行 って きた1か ら10ま での数字カー ド並べ と数字読みを行い,数 の順序性 と数字の読み
方 を再確認す るよ うにす る。数字 カー ド並べ を行 った後,並 べた数字カー ドの上に数階段 をつ く
る学習活動 を設定 し,数 字 と数字 が表す量 や,数 字 と数字の表す量の違いを視覚的に理解す るこ
とができるよ うにす る。その後,本 児における各児童 の 目標 を確認 し,自 身 の学習課題 へ意識が
向かい,学 習への意欲が高ま るように したい。
〈かかわる過程 〉学習形態:個 別的,ペ ア学習等

教 師が これか ら行 う操作等のモデルを示 した後,近 似課題 をもつ児童同士で小 グループをつ く
り,個 々人 が具体的な操 作を通 した思考 を十 分 に行 うこ とができるよ うにす る。 また,「 もっ と
したい。」 「自分が問題 を出 したい。」 とい う意欲 を生 か して,お 互いに問題 を出 し合い,相 互 に
評価 し合 うことで学習 を深 める ことができるよ うな状況 を設定 したい。
〈見つ める過程 〉学習形態:集 団
「見つめ る」過程では,再 び 「向か う」過程 と同 じ席配置を行 い,学 習 した ことをお互いに発

表 す るこ とで,自 分 自身の 「学び」を見つめた り,友 達の 「学び」 を見つ めた りすることがで き
るよ うにす る。 その中で,自 分が 「で きた こと」 「分 かったこ と」や 「できるよ うにな りたい こ
と」 「分か るよ うにな りたい こと」を児童 自身が感 じ取 るこ とがで きるよ うに したい。 また,本
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時 の個人 目標 に対す る評価 を自分 自身 で行 うことによって,自 身 の 「学び」 を見つめなおす こと
ができるよ うに したい。

教材 ・教具 とのかかわ りについて
〈向か う過程 〉

これ まで毎 時間授業 の導入で使 って きた数 字 カー ド並べや掲 示用 タイル を使 った数 階段 づ く りを行

う。 数字 カー ドを並べ た り,そ の数 に応 じて掲示 用 タイル で数階段 をつ くるこ とに よって,数 を学習
す る ことや タイル を使 って学習す るこ とを意識す るこ とができ るよ うにす る。
〈かかわ る過程 〉

初 め に,こ れ か らの学 習で使 用す る教材 ・教具 を使 って,CTとSTが 具体的 な操作や 考 え方 のモデル
を示す よ うにす る。 そ の後,児 童 が 自分 で使 う教材 ・教具 を 自分 たちで準備 した り,片 付 けた りす る

活動 を取 り入 れ るこ とで,個 別 的 な学習 の導入や 終 了を意識 した り,自 分 が これ か ら何の学習 を行 う
のか,何 の学 習 を行 ったの かを意識 す る ことができ るよ うに した い。 教材 ・教具 は,数 字 チ ップ,半

具体物(以 下,タ イ ル),半 具体 物 を並べ る板(以 下,タ イル板)な どを 一人1セ ッ トず つ準備 し,
具体 的な操作活 動が十 分 に行 うこ とが でき るよ うにす る。 タイル は,こ れ までの題材 「か ぞえ よ う」
「おお い,す くない,お な じ(数 の多少)」 「ながい,み じかい」 で も使 用 してお り,児童 に とって も

算 数 の時間 に使 う教材 ・教具 と して親 しみ の ある もの となってい る。 タイル の よさ と して,思 考す る

際 に数 を量 として と らえやす い こ とが挙 げ られ る。 また,タ イルの色 を二色用 意す るこ とによって,

合 併す る二つ の数 を視 覚的 に確 認 した り,そ れぞれ の数 の もつ意味や 関係 を視 覚的 に と らえる ことも
可能 にな る と考 え る。 さらに,タ イル 板 を用意す る ことで,タ イル を児 童 自身 が操作 し,タ イル 板に
はめ込 んだ ときに 「カチ ッ」 と した感 覚 を得 るこ とがで きる。 この感覚 を支 えにす る ことで,タ イル

をは めなが ら計数 す る ことも可 能 にな る と考 える。本 題材 では,一 つ の課題 の中で,「(数 字提示 ボー
ドの)左 側の数字 を読み,数 詞 を伴 い なが らタイル を取 り出 し,タ イル板 に並べ る」,「(数 字提示 ボー

ドの)右 側 の数 字 を読 み,数 詞 を伴 いなが らタイル を取 り出 し,タ イル板 に並べ る」,「左右 に並 べた

タイル を中央 のタイル板 に移動 して合 併す る」,「合併 後の タイ ルの数 を計数 し,合 併 後の全体 の数 の
大 き さを求 める」 といった複数 の具体 的 な操 作 を設 定す るこ とに よって,児 童 自身 が思考 ・判 断 し,

最 終的 な全 体の数 の大 き さを答 え る こ とが で きるよ うに したい。
〈見つ める過程 〉
「向か う」過 程 と同 じ状況 の 中で,操 作 が確 実にで きた ことや,最 終的 な答 えを求 め るこ とがで き

る よ うにな った こ とを 「かかわ る」過 程で使 った教材 ・教具 を用いて発表 す る ことに よって,自 分や
友達 の学びを 実感す る こ とが でき るよ うに したい。

人(友 達 や教師)と のかかわ りについて
〈友達 とのかかわ り〉
「向か う」 「かかわ る」 「見つ め る」 の各過程 において,近 似課題 を もつ児童 同士の席配 置や

グルー ピングを行 うこ とよって,必 然 的に友達がモデル となった り,自 分 自身の学びの気付き と
な った りす るよ うにす る。 また,個 別 的な学習 となる 「かかわ る」過程では,教 師役 と児童 役 と
い う役割 を設定 した り,お 互い に答え合 わせ をす る機会 を設定 した りす ることによって相互に評

価 し合いながら学習 を深めることができるよ うに したい。
〈教師 とのかかわ り〉

教師は,で きるだ け音声言語 を用いず,児童 の好む 口笛や メロデ ィで雰囲気づ くりを した り,
ジェスチャーや モデル を示 した りす ることによって,児 童が数その ものや数的操作に意識を向け

るこ とができるよ うに心掛 ける。 また教 師は,指 示や問題提示を した後は,児 童 の主体的な学習
活動 を見守 り,児 童 か らの働 き掛 け(「 教えて くだ さい。」 「分 か りま した。」 「できま した。」な
ど)が あった場合や,活 動が滞 った場合 に応答 した り,支 援 した りす るよ うにす ることで,児 童
白身が思考 ・判 断 し.表 現す る機 会 を十分 に確保す るよ うに したい。

自分 とのかかわ りについて
〈向か う過程 〉
これまでの学習を想起す ることで,児 童 自身が 「で きるよ うにな った こと」や 「分かるよ うに
な った こと」 を実感す るとともに,本 時の学習 目標の確認の際に,教 師が児童各 自の 目標 を確認
す ることで,よ り明確 に,意 識的に学習 に取 り組む ことがで きるよ うに したい。
〈かかわる過程 〉

課題 ご とに,「 予想」 と 「確 か め」 を行 う機会 を設 け,児 童が主体的に思考 ・判断す るきっか
けをつ くり出 したい。「予想」では,数 直線上に並べたタイル定規で 「5と △でい くつにな るか?」
を考 え,自 分が予想す る数字の位 置 に 自分の写真 カー ドをはってお くよ うにす る。 「確かめ」で
は,全 体 の大 きさを求 め回答 した後,タ イル定規 で教師 と一緒に確認 し,実 際に 自分が操作 した
タイル板 とタイル定規 を見比べ,児 童 自身が正誤 に気付 くことがで きるよ うにす る。誤答だった
場合は,「 どこが間違 っていたのか」を教師が児童に フィー ドバ ック しなが ら,再 度操作 し,正
答 を導 くよ うにす る。
〈見つめる過程 〉
まず,本 時の個人 目標 に対す る自己評価 を行い,自 分 の 「学び」 を見つめる ことができるよう
にす る。その後,本 時で何 をどの よ うに学習 したのかを,操 作を伴いなが ら児童 自身が発表 した
り,友 達の発表 を見た り聞いた りす ることを通 して,自 分が 「できるよ うにな った こと」 「分 か
るよ うになった こと」 を自己認識 できるよ うに したい。 その際,教 師は児童 の言葉 を補 った り,
代 弁 した りしなが ら,具 体的な姿や 考 え方 を とらえて 「でき るよ うにな った こと」 「分か るよ う
にな った こと」 を表現 し,十 分 に称 賛す るよ うに したい。また,称 賛 とともに,「 できるよ うに
なってほ しいこ と」 「分かるよ うになってほ しいこと」を児童 に伝 え ることで,次 時以降の学習
へ 向けて,児 童 が課題意識 と学習意欲 をもつ ことができるよ うに したい。
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(5)実 際

過 程

向

か

う

(10分)

主な学習活動

1始 ま りの あい さつ をす る。

21か ら10ま で の数字 カー ドを

黒板 に並べ る。

(1)数 字 カー ドを黒板 に縦一 列

に並べ る.

J児 ・K児:1か ら5

L児・M児 ・N児:6か ら10

(2)並 べた数字カー ドを全員で

読む。

(3)並 べた数字カー ドの横に掲
示用 タイル をは って数階段

をつくる。

① 教師のモデルを見る。
② 分担 して数階段をつ く

る。

3前 時までの学習 を想起 し,本

時の学習 について知 る。
(1)前 時に行 った学習を挙手発

表する。

(2)本 時 の学習 につい て知 る。

5と △,あ わせ てい くつ?
・ 個 人 目標 について知 る

。

4初 めの数 に,あ る数を加えた

ときの全体の数 を考える。

(1)教 師が行 うタイルを使った

操作 を見て,操 作方法 を確

認する。
(2)席 を移動 し,自 分たちの道
具を準備する.

J児 ・K児 …ST

指導及び支援上の留意点
J児 ・K児 L児 ・M児 ・N児

・ リーダーのN児 が人数確認を した後 ,学 習の
始ま りが意識できるよ うに,元 気 よくあい さ
つを行 うようにする。
・ 事前に1か ら10ま での枠を黒板に書いてお く

ようにする。
・CTは 言語指示をせず ,児 童が数字カー ドに注

視 したことを確認 した後,カ ー ドを渡す よう
にする。また,活 動中を意味す ることが理解
しやすい ようにロ笛 を吹 きなが ら雰囲気づく

りを行 う。 間違った場合は,指 差 し等で再度

注 目を促 し,修 正す ることがで きるよ うにす
る。STは,CTが 提示す るカー ドに児童が注視
できるようにサイン等で支援を行 う。
・J児 ・K児 には ,

数字カー ドを提示 し
た後,指 数字や数詞

で確認をす るように

する。

・L児 が教師の提示

す る数字カー ドや友
だちの行動に注 目す

るように,STは 身体

的ガイダンス等の支

援を行 う。
・CTは ,読 むべ き数 字 カー ドに注 目す るこ とが

で き る よ うに,数 字 カ ー ドを一枚 一 枚指 さす

よ うにす る。 ま た,STは,指 数 字 を伴 い なが

ら,ひ ざをたたい て リズム を とるよ うにす る。
・CTは 口笛 を吹 きなが らモ デル として 「1」 の

位 置 に掲 示 用 タイ ル を は る。STも 口笛 を吹 き

なが らCTの 動 きに 注 目す る よ うにサ イ ンや 身

体的ガイ ダンスで支援 す るよ うにす る。
・CTは モデル を示 した後

,メ ロデ ィを変 え,児

童が一斉 に数 階段 をつ くるよ うにす る。

(主 と してSTが 支援)
・J児 ,K児 は2か

ら5ま での数 階 段 を

つ く るよ うにす る。

その 際,掲 示 用 の タ

イル の数 を確 認 し,

数 字 カー ドと一 致す

る よ うにす る。

(主 と してCTが 支援)
・L児 ・M児 ・N児

は6か ら10の 数 階段

を つ く る よ うに す

る。 その 際,掲 示 用

の タ イル の数 を確 認

し,数 字 カー ドと一

致す るよ うにす る。

・ 「合わせ る」 「たす」 といった言葉を引き出

す よ うに し,本 時の学習 と結び付 くよ うにす

る。
・ 数階段 を使いながら,数 を合わせていくと数
が大きくなることを確認するようにす る。
・ 全体の 目標を確認 した後に,個 々人の目標 を

提示 し,児 童が確認できるようにする。
・J児 とK児 に は ,

「5と △,合 わせ て

□ で す 。」 と言 え る

よ うに な る こ とを伝

える。

・L児 ,N児 に は,

「5+△=口 」 の式

を立 てて 答 え る こ と

がで き る よ うにな る

こ とを伝 え る。M児

に は,「5た す △ は

□ で す。」 と言 葉 で

伝 え られ る よ うに な

る ことを伝 え る。

・ 黒板掲示用のタイルとタイル板 を使って教師

がモデルを示す。その際,CTが 教師役,STが

児童役になりタイルを操作す るようにする。
・ 課題が似通った児童で小 グループをつくり,
個別的な学習を行 うようにする。
・ 教材 ・教具を自分で準備することで ,個 別的

資料・準備

・ 机(8)

・ い す

(12)

・ 数 字

カ ー ド

(1か

ら10)

・ 掲 示

用 タ イ

ル(1

か ら10

ま で の

分)

・ 個 人

目 標

カ ー ド

(5)

・ 黒 板

掲 示 用

タイル
・タ イ ル

(青 ・

黄
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_ _I_児}_ _M_児_･_ _N_児∴ _･_ _･_ _C_I _ _ _ ;

(3)教師が提示する問題にした
がって,タイル操作を行い,
｢5+△｣後の全体の数の

大きさを求める｡

(D　教師の提示した二つ
の数字を見て,タイル

定規を使って予想を立
てる｡

②　二つの数字と同じ数字
チップをタイル板の所定
の位置に酷く｡

③　左側の数字回の数だけ
タイルを取り出し,タイ

④ル難叢話の数だけ
タイルを取り出し,タイ
ル板に並べる｡

⑤　左右それぞれに並べた
タイルを中央のタイル板
で合併する｡

⑥　合併したタイルを計数
し,その数と同じ数字
チップを選び,所定の位
酷に研く｡

⑦　教師に回答する｡

⑧　教師と一緒にタイル定
規で確かめ行い,予想と
比べる｡

⑨　誤答の場合は,どこを
間遮っていたのかを考
え,再度操作活動を行う｡

(4)教師役と児稲役に分かれ
て, (3)と同様の学習活動を

行う｡

(5)各自道具の片付けをし,最

初の席位韓に戻る｡

5　本時で学習したことを振り返

る｡

(1)個人目標ボードに｢花丸｣,

(2)

｢O｣, ｢△｣をはる｡

発表をする｡

次時の予告を聞く
○と△,あわせていくつ?

終わりのあいさつをする｡

な学習の始まりを意識できるようにする｡
(3)(Dで教師が課題提示をした後;二つの数

字を合わせるといくつになるかを考え,タイ
ル定規の自分の予想した数字の上に自分の顔
写真カードをはるように指示する｡その後,

実際にタイルを操作し,確かめを行っていく
ようにする｡

②から⑦の操作段階では,児童自身が思考･
判断するように,教師はできるだけ見守るよ
うにする｡ただし,思考や操作が滞ったり,
操作そのものの方法が異なった場合には,描
差しや再度モデルを示すなどの支援を行うよ
うにする｡

数字カードを見て
タイルを取り出し,

並べる際には,ゆっ

くり計数しながらタ
イルを醗くように言
葉掛けやリズムづく
りをするようにす
る｡誤答になった場
合は,学習意欲が低
下しないように,取
り組む姿勢や操作方
法など良かった点を
十分に称託し,どう
して間違ったのかを
主体的に考えること
ができるようにす
る｡

(3)の学習状況に
よってはこの学習活

動は行わず, (3)か

ら引き続きSTが掃
海･支援を行うよう
にする｡実施しない
場合でも,お互いに
答え合わせを行うな
どの相互学習を行
う｡行う場合は, ∫

堤-K児の順で教師
役を行うようにす
る｡

L児, N児には,

学習プリントを用意
し, ｢5+△｣をタ

イルで確認しなが
ら,数式で背くこと
ができるようにす
る｡ M児には, ｢5

たす△は,口です｡｣

と答えることができ
るように,ヒント

カードを用意し, A

や口に操作したタイ
ルの数を入れながら
表現できるようにす
る｡

N児-→M児-→L児

の順で教師役を行う
ようにする｡教師役
の児寵は,問題を提
示後,解答をつくる
とともに,児重役の

解答の正誤を判断す
るようにする｡CTは,

3人の取組状況を見
ながら,必要に応じ
て言葉掛けや,考え
方のヒントを提示す
るようにする｡

･　自分が使った道具を片付けることで,個別的

な学習が終わることを意識できるようにする｡
また,席位置を｢向かう｣過程と同じ状況に
することで,集団での学習に戻り,本時のま

___I_a_を_ti_;__I_a_が意識で主を_I_;_吃_する｡_______
･　5(1)は,各自再度目標を確認した後,児寵

自身が自己評価を行うようにする｡
･　5(2)では,挙手発表するようにし,挙手が

ない場合は指名発表するようにする｡発表す
る際は,学習で使った教材･教具を使って,
操作をしながら発表できるようにする｡ CTとST
は,児帝が｢できたこと｣ ｢分かったこと｣を

実感できるように,不十分な点を代弁したり,
禰足したりしながら,十分に称賛する｡

･本時の学習状況によっては,次時も本時と同

じ学習を行うこともあり得る｡

･リーダーのN児が前に出て,学習の終わりが

意識できるように,元気よくあいさつを行う
ようにする｡

個人
目　標

カード

(5)

自己
評価用
シート

(花丸,

0, A
各5)

･　黒板

掲示用
.タイル

等

-13-

作
を
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(6)場 の設定

(7)教 材 ・教 具

数字 カー ドと数階段 個人 目標カー ド 掲示用タイル板

数字カー ドを並べた後,数 階段

をつ くる。数の順 序性や基数性,
数 の もつ量 の確認 のた め毎時間使

用 しているもの.
タイル定規 と数字提示 ボー ド

各児童 の本時の 目標を記入 した
もの。 「向か う」過程では確認 とし
て,「 見つめる」過程では 自己評価

として用いる。

タイル

教師がモデル を示 した り,児童
が学習を振 り返 った りす る際に,

黒板上で操作活動ができるよ うに
するためのもの。

タイル板

写真奥:タ イル 定規。 予想や確
かめで使用する。

写真手前:数 字提示カー ド。問

題 を出す ときに使用す るもの。 中

央 には 「合 わせる」や 「+」 の写
真やカー ドをはる。

数字チ ップ

2.5×2.5の タイル。二つの数字

をそれぞれ色を分 けるこ とで,操

作活動を視覚的に支える。 また,
合併後の数量 変化やた され る数や

たす数 も視覚的に とらえやす くす
る。
L児,N児 用 学 習 プ リン ト

一 枚一 枚 の板 は
,2.5×2.5の タ

イ ル が10個 入 る。 合 併 の操 作 と対

応 させ て板 を入れ られ る よ うに,

枠 を左右,中 央 に設 けた。

M児 用 ヒ ン トシー ト

課題提示 された数字カー ドや合

併後 の全体の数 の大き さとを表す

数字を手元に置くもの。

L児,N児 が 「5＋ △=□ 」の

立式の練習 を行い,全 体の大き さ

を求めるた めに使用す るもの。 タ

イル の色 と対応 して数字 を書 く。
一枚につき一問で作成 してある。

M児 が最終的な回答(合 併後 の

全体の大き さ)を す る際に,手 掛

か りにするための もの。数字を入

れ て読めば回答できる。記号 も意
識できるよ うに小 さく示 した。
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(8)評 価
① 全体 目標 に対す る評価
○ 数字 を半具体物 に置 き換え る操作 を通 して,和 が10ま での5+△ の合併 を行い,全 体の大
きさを数詞や数字で表す ことができたか。

② 個人目標に対する評価
児童
J児

(4年,男)

K児

(4年,女)

個人目標に対する評価
○ 和 が10ま での数 同士の合併

後 の大 き さを予想 し,半 具体
物 の操作 や教師や友達 と確 か
め を行 うことを通 して,「 合
わせ る」 の意 味 を理解 し,合
併後 は数 が大 きくなる とい う
ことに気付 くことができたか。
【関 ・意 ・態 】【考 】

○ 和 が10ま で の数 の合 併 を半

具 体 物 の操 作 を通 して行 い,

合 併 後,一 つ ず つ 数 え,「5
と △,合 わせ て □ で す 。」 と
い う言 葉 を,指 数 字 を伴 い な

が ら言 い表 す こ とがで きた か。

【考 】 【表 ・処 】 【知 ・理 】

評価 具休的な手だての評価
・ 「予想」 と 「確 か め」 の

学習活動 を設定 したこ とは,
操 作活動 をよ り主 体的 に行
うた めに有効 な方 法で あっ
たか。
・ タイルや タイル板 とい っ

た教材 ・教具は,本 児に とっ
て操 作 しやす く,合 併 の理

解 を うながすた めに効 果的な
ものであったか。

・ 「合 わせ る」 とい う言葉

の理 解 を うながす ために,
サ イ ンを用 いた り,指 数字
で表 現 した りとい った動 作
を取 り入れ た こ とは本 人の
思考 を支 え るた めに有 効で
あったか。

評価

・ タイルや タイル板 とい っ

た教材 ・教具は,本 児に とっ
て操 作 しやす く,理 解 を う
ながすた めに効果的 な もの
であったか。

L児

(5年,男)

M児

(6年,男)

N児

(6年,女)

○ 和 が10ま での数 の合併 を半
具 体物 の操作 を通 して行 い,
5の ま とま りか らの数 えた し
で合 併後 の全 体の大 き さを求
め,「5+△=□ 」 の数 式 で
書き表す ことができたか。
【考 】【表 ・処】【知 ・理】

○ 和 が10ま で の数 の合 併 を半
具体物 の操 作 を通 して行い,
合 併後,5の ま とま りか らの
数 えた しで全体 の大 き さを求
め,「5た す △は□です。」 と
い う言葉 で言い表す ことが で
きたか。
【考】【表 ・処】【知 ・理 】

○ 和 が10ま での数 の合併 を半
具体物 の操作 を通 して行い,
「5+△=□ 」 の数 式で書 き

表 し,両 手指 を使 って全体 の
大 き さを求 め,数 詞 と数字 で
表す ことができたか。
【考】【表 ・処 】【知 ・理】

・ 「予想 」 と 「確 か め」の

学習活動 を設定 したことは,
操作 活動 を主体的 に行 った
り,自 身 で正誤 を判断 した
りす るた めに効果的 であ っ
たか。
・ 数字 を タイル に置 き換 え

た後,再 度数 字 に戻 し,数
式 で思考す る方法や,そ の
ための プ リン ト教材 は,効
果的 なものであったか。
・ 教 師役 と児童役 の学習活

動 を設定 した こ とは,本 児
が よ り主体的 に学習 に取 り
組 むた めに効果的 で あった
か。,
・ 「5た す △ は □ で す 。」
の 表 現 が 定 着 す る よ うに,

ヒ ン トカ ー ドを用 い た こ と

は効 果 的 で あ った か。
・ 「予想」 と 「確 か め」 の

学習活動 を設定 した ことは,
操作活 動 を主体 的 に行 った
り,自 身 で正誤 を判断 した
りす るた めに効 果的 であっ
たか。
・ 合 併後 の全体の大 き さを

求 め るた めに,数 式 を用 い
た り,両 手指 を使 った計数
を用 いた りした こ とは,本
児 の合 併 の理解 を うながす
ために有効 な方法 であった
か。 一

◎:十 分達成できた ○:ほ ぼ達成 できた △:達 成で きなかった
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